あとがき by 松岡 健
あ　と　が　き
　縦書き本の癖か，医学雑誌もついつい右から開き「あと
がき」から読む習慣になってしまった．その「あとがき」
を気のむくままに筆を取る．
　胃癌を抜き肺癌が我国癌死亡率第1位となったのは最
近であるが，その診断・治療の研究は重要な社会問題であ
る．早田先生の巻頭言は，日本の最先端を行く外科1の歴
史とアカデミック性を感じ，ポルフィリン誘導体は癌の
診断，治療法の画期的な方法として期待でき，癌患者の
Q．0．L、に貢献するのは確実である．
　菅先生の格調高い最終講義を拝聴し，感銘したのは本
年1月である．その要旨が本誌に掲載された．近年本学
よりImpact　Factorの高い英文雑誌に多数掲載される
ようになったのは喜ばしいことである．しかし本学にお
ける図書館の整備が遅れているのは衆知のごとくであ
り，私が赴任した霞ヶ浦病院の図書室は娘の児童図書館
よりpoorなのにculture　shockを受けたのは昨年4月
である．図書館を整備したいと皆思っているが，未だ実
現していない。
　本誌の「内容」が充実するためには，図書館でCD－
ROMが自由自在に使用でき，　Impact　Factorの高い過
去の雑誌をその場で読め，考える時間を持てる環境が必
要なのである．
　本学にすばらしい図書館が出来あがるのは，「読書の秋
の夢」なのか！
　　　　　　　　　　　　　　　　　（松岡　健記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．第133回医学会総会について報告があった．
　今回初めての試みとして導入した“展示”は盛況で
　あったが，今後の開催方法については，特別講演，口
　演を含め更に改善して行くこととなった．
2．平成5年度臨床懇話会（5年10月～6年7月）の開催
　報告があった．
3．平成6年度臨床懇話会（6年10月～7年7月）開催予
（平成6年7月27日）
　定の報告があった．
4．臨床懇話会を特定機能病院としての医師の教育の場，
　研修医の教育の場として検討することとなった．
5．編集状況の報告並びに編集について討議した．
6．第134回医学会総会は，シンポジウムを行う．開催日
　は，10月15日（土）
　当番教室：法医学教室，形成外科学教室．
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